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　 　学部工学科環境・社会基盤系都市環境創成
コースは、自然に対する畏敬の念を持ち、美しく豊か
な国土と持続可能な社会づくりを使命とします。
　このコースでは、社会基盤システムの計画的な利
活用と工学的なイノベーションによって、自然災害等
の被害を減らし、安全な都市・社会の構築を行うと
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入学者選抜実施方法

取得可能免許

資　格

学校推薦型選抜I（大学入学共通テストを課さない）、一般選抜
（前期日程）、国際バカロレア選抜及び私費外国人留学生選抜
を実施します。入学者選抜は系ごとに実施され、２年次からコー
スへ配属されます。一般選抜で課す科目は以下のとおりで、都市
環境創成コースへの配属を希望する場合は、物理が必須です。

■ 高等学校教諭一種免許状（工業）

大学院
■ 一級建築士の免許登録に必要な実務経験要件となる
　 インターンシップを実施します。

JABEE認定プログラム修了（技術士第一次試験免除）
測量士（実務経験を要します）
一級土木施工管理技士受験資格（実務経験を要します）
一級建築士受験資格（免許登録には実務経験を要します）

■
■
■
■
※土木教育プログラムに進んだ学生も、建築プログラムの科目を履修
　することで、一級建築士受験資格を得ることができます。

【一般選抜（前期日程）】
大学入学共通テスト
国

地歴

公民

数

理

外

国

世B、日B、地理B

現社、倫、政経、倫・政経

数I・数A ／ 数II、数II・数B、簿、情 から１

物 ／ 化、生 から１

英、独、仏、中、韓 から１

から１

個別学力検査等
数

理

外

数I・数II・数Ⅲ・数A・数B

物 ／ 化、生 から１

英

ともに、我が国が交流・交易の促進によって世界経
済の発展に対し継続的に役割を果たしていくための
社会基盤システムを構築する土木及び建築に携わ
る人材を養成します。また、地域の個性が発揮され、
各世代が生きがいを持てる社会の礎の構築に貢献
する人材を育てます。

工

岡山大学工学部工学科環境・社会基盤系
都市環境創成コース
〒700‐8530 岡山市北区津島中3‐1‐1

https://urban.okayama-u.ac.jp/
email：uedtrack@okayama-u.ac.jp
Tel.086‐251‐8864 学部卒業生の進路

（過去5年間の平均：平成29年度～令和3年度）

博士前期課程修了生の進路
（過去3年間の平均：令和1年度～令和3年度）

未定：3.0% 発注者：30.3%
国・独法 ：0.3人/年
・JRTT ：1人
鉄道・道路・エネルギー・通信 ：1.7人/年
・西日本鉄道 ：1人
・NEXCO中日本 ：1人
・四国電力 ：2人
・NTT西日本 ：1人
都道府県等 ：1.0人/年
・岡山県 ：1人
・広島県 ：1人
・兵庫県 ：1人
政令市 ：0.3人/年
・岡山市 ：1人

発注者：39.8%
国・独法 ：5.2人/年
・国土交通省 ：23人
・防衛省 ：1人
・会計検査院 ：1人
・JOGMEC ：1人
鉄道・道路・エネルギー・通信 ：3.8人/年
・JR西日本 ：2人
・山陽電気軌道 ：1人
・NEXCO西日本 ：9人
・阪神高速道路 ：2人
・中国電力 ：1人
・四国電力 ：1人
・NTT西日本 ：1人
都道府県等 ：6.8人/年
・岡山県 ：7人
・愛媛県 ：8人
・兵庫県 ：5人
・香川県 ：2人
・愛知県 ：1人
・高知県 ：1人
・鳥取県 ：1人
・大阪府 ：1人
・和歌山県 ：1人
・滋賀県 ：1人
・大阪広域水道企業団 ：1人
・東京都 ：1人
・長崎県 ：1人
・宮崎県 ：1人
政令市 ：3.4人/年
・岡山市 ：5人
・神戸市 ：5人
・大阪市 ：2人
・京都市 ：1人
・広島市 ：1人
・北九州市 ：1人
・さいたま市 ：1人
・札幌市 ：1人
中核市 ：0.4人/年
・倉敷市 ：1人
・姫路市 ：1人
その他市町村 ：0.2人/年
・大竹市 ：1人

ゼネコン：18.2%
・大林組 ：2人
・ピーエス三菱 ：1人
・五洋建設 ：1人
・鉄建建設 ：1人
・前田建設工業 ：1人

ゼネコン：12.0%
・清水建設 ：8人
・大林組 ：4人
・鹿島建設 ：2人
・大成建設 ：1人
・大本組 ：4人
・鉄建建設 ：5人
・オリエンタル白石 ：4人
・長谷工コーポレーション ：1人
・辻寅建設 ：1人

未定：0.8%

メーカー：3.0%
・神鋼環境ソリューション ：1人

メーカー：1.2%
・三機工業 ：1人
・森本工務店 ：1人
・小林工業 ：1人

その他：8.0%
ソフトウェア・IT ：0.8人/年
不動産・ディベロッパー：0.6人/年
廃棄物処理 ：0.2人/年
その他 ：2.4人/年

進学：28.9%
岡山大学 ：12.8人/年
他大学 ：1.6人/年
・大阪大学 ：4人
・神戸大学 ：2人
・東京大学 ：1人
・航空大学校 ：1人

コンサルタント：45.5%
・日本工営 ：3人
・ニュージェック ：2人
・復建調査設計 ：2人
・ウエスコ ：2人
・水ing ：1人
・エイト日本技術開発 ：1人
・中電技術コンサルタント ：1人
・四電技術コンサルタント ：1人
・中央復建コンサルタンツ ：1人
・JR東日本コンサルタンツ ：1人

コンサルタント：9.2%
・八千代エンジニヤリング　　　　　：2人
・ジェイアール西日本コンサルタンツ：2人
・ジェイアール九州コンサルタンツ　：1人
・エイト日本技術開発　　　　　　　：1人
・日本工営　　　　　　　　　　　　：1人
・建設技術研究所　　　　　　　　　：1人
・オリエンタルコンサルタンツ　　　：1人
・復建調査設計　　　　　　　　　　：1人
・四国建設コンサルタント　　　　　：1人
・スリーエスコンサルタンツ　　　　：1人
・中電技術コンサルタント　　　　　：2人
・きんでん　　　　　　　　　　　　：1人
・エーバイシー　　　　　　　　　　：1人
・フジヤマ　　　　　　　　　　　　：1人
・協和設計　　　　　　　　　　　　：1人
・大日本コンサルタント　　　　　　：1人
・JFEエンジニアリング　　　　　　　：1人
・ニュージェック　　　　　　　　　：1人
・技研製作所　　　　　　　　　　　：1人
・キタイ設計　　　　　　　　　　　：1人

CLTを用いた木造建築の教材
隈研吾特別招聘教授監修
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壊れにくい河川堤防長持ちする構造物の開発 降雨による斜面の崩壊

木造架構の構造解析実習 地形情報の測量実習建築物の設計実習

潮流発電の模型実験 UAVによる地形情報の収集水処理技術の開発



持続可能な地球を維持しつつ、快適な都市環
境を実現するために、これから構築していくべ
き都市や建築、さらには関連するエネルギーシ
ステムやエネルギーリテラシーの在り方を明
らかにするための研究・教育を行っています。

CLTなどの最新の木質材料を用いて、地震や
火災に強い高層木造建築を作るだけでなく、
構造デザインと研究開発の相乗効果で美しい
形や豊かな空間を木質構造で実現します。

木質構造設計学研究室

耐震構造設計学研究室

鋼構造設計学研究室

水工学研究室

地盤・地下水学研究室

建築設計学研究室

建築計画学研究室

都市・交通計画学研究室

木質材料学研究室

都市・建築環境学研究室

水質衛生学研究室

コンクリート構造設計学研究室
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西山哲教授 木本和志准教授

比江島慎二教授 アルワシャリ ハモード
准教授

中村昇教授

竹下祐二教授 小松満教授 金秉洙准教授

吉田圭介准教授 赤穂良輔准教授

川西敦史准教授

堀裕典准教授 朴玟貞助教

橋本成仁教授 氏原岳人准教授

綾野克紀教授 藤井隆史准教授

鳴海大典教授

永禮英明教授

福本晃治准教授
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画

計

樋口輝久准教授

構造物では地震、風、交通などによる振動が
問題になることがあります。耐震・耐風設計
法や最新の制振・免震技術の他、振動を利用
した発電技術など世界最先端の脱炭素技術
にも取り組んでいます。

橋梁などの鋼構造インフラは主要な都市基
盤です。鋼構造の基礎知識だけでなく、次世
代の点検技術など鋼構造における世界最先
端のスマートインフラ技術を学べます。

豪雨などによる自然災害に
よる被害を少なくするため
に、地盤および地下水を調
査して事前の予知や対策を
行うことが重要です。

生活空間が拡張し、都市と地域の境界や距
離が曖昧になっていく現代において、建築の
在り方も拡張しています。新しい時代に呼応
する建築空間とその設計手法を考察し、その
土地や地域社会に融合する建築デザインの
実践を行います。

気候変動に伴う豪雨や巨大地震による津波
など、社会に甚大な影響を及ぼす水災害が
発生しています。水災害を防止・軽減するた
めの社会基盤を整備し、安心して暮らせる持
続可能な社会を実現します。

建築空間から集合住宅、施設計画、都市空間
の計画や、建築に関わる歴史・計画・法制度に
ついて、世代を超えて受け継がれる地域の文脈
や文化を念頭に置きながら、国内外のフィール
ドワークを通じて教育研究を行います。

少子・高齢化社会において
持続可能な都市が求めら
れています。安心・安全で活
力のある都市と交通を実現
します。

森林は国土の約2/3をしめており、資源の少
ない我が国にとって、森林資源は貴重です。
森林資源は再生産可能で、持続可能な社
会を実現するために利活用していくことが
重要です。

高度経済成長期に建設された多くの構造
物で劣化が顕在化しています。持続可能な
発展を実現する社会を構築するために、新
設の構造物だけでなく、既存の社会基盤を
長持ちさせる研究開発を行っています。

衛生的で持続可能な都市環境を築くため
に、都市と環境間での物質循環に着目しなが
ら、新しい水処理技術、水環境の保全技術な
ど、環境を構成し生命維持に欠かせない水
の質に関する研究を行っています。

タクマビル新館（研修センター）　写真撮影：福本 晃治

研究室紹介　■建築  ■土木


